
●
持
続
可
能
な
企
業

　

ク
リ
ー
ン
な
資
本
主
義
を
推
進
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ナ
イ
ツ
社
は
、

毎
年
世
界
の
主
要
企
業
の
環
境
保
護
、
社

会
活
動
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
を
評
価
し
、

「
最
も
持
続
可
能
な
企
業
」
一
〇
〇
社
を

選
び
、
ダ
ボ
ス
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
発
表
し
て
き
た
が
、
二
〇
一
二
年
一
月

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ナ

ト
ゥ
ラ
・
コ
ス
メ
テ
ィ
コ
ス
（N

atura 
C
osm
éticos S

/A

）
を
デ
ン
マ
ー
ク
の

製
薬
企
業
ノ
ヴ
ォ
ル
デ
ィ
ス
ク
社
に
続

く
第
二
位
に
選
ん
だ
。

　

ナ
ト
ゥ
ラ
は
ブ
ラ
ジ
ル
を
代
表
す
る

総
合
的
な
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
二

〇
〇
六
年
に
は
エ
イ
ボ
ン
を
抜
き
、
国
内

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
。
そ
の
起
源

は
、
一
九
六
九
年
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ル
イ

ス
・
ダ
・
ク
ー
ニ
ャ
・
セ
ア
ブ
ラ
が
サ
ン

パ
ウ
ロ
の
瀟
し
ょ
う

洒し
ゃ

な
商
店
が
並
ぶ
オ
ス
カ
ー

ル
・
フ
レ
ー
レ
通
り
で
小
さ
な
化
粧
品
店

を
開
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
飛
躍

を
遂
げ
た
の
は
、
一
九
七
九
年
に
ギ
リ
ェ

ル
メ
・
ペ
イ
ラ
ン
・
レ
ア
ル
、
ル
イ
ス
・

バ
レ
イ
ロ
ス
・
パ
ッ
ソ
ス
の
二
人
が
共
同

経
営
者
と
し
て
参
加
し
た
後
で
あ
る
。
と

り
わ
け
レ
ア
ル
は
ナ
ト
ゥ
ラ
の
企
業
理

念
、
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

ナ
ト
ゥ
ラ
は
現
在
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
だ

け
で
な
く
世
界
中
に
顧
客
を
広
げ
て
い

る
。
一
九
七
四
年
に
直
接
販
売
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
。
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
販
売
員
は
現
在
で

は
世
界
全
体
で
一
二
〇
万
人
に
達
す
る
。

パ
リ
に
技
術
セ
ン
タ
ー
を
も
ち
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
チ
リ
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
の
自
社

あ
る
い
は
現
地
企
業
を
つ
う
じ
て
製
品

を
販
売
し
て
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
次

い
で
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
で
海
外
生
産
を

計
画
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
の
純
収
益
は

二
〇
一
〇
年
に
五
一
億
レ
ア
ル
（
約
二
九

億
ド
ル
）
に
達
し
た
。

　

企
業
の
行
動
を
方
向
付
け
規
制
す
る
の

は
経
営
理
念
で
あ
る
。
ナ
ト
ゥ
ラ
は
、
そ

の
目
的
、
使
命
が
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
通
じ
て
、B

em
-E
star

とE
star 

B
em

を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い

る
。B

em
-E
star

と
は
個
人
の
心
身
が
快

適
で
調
和
の
と
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
、

E
star B

em

と
は
人
々
が
他
の
人
々
、
自

然
と
の
間
で
喜
び
に
溢
れ
た
関
係
を
結
ば

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
営

理
念
の
背
景
に
は
、
人
々
の
生
命
、
生
活

が
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
か
ら
成
立
し
、
相
互

に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　
「
二
〇
三
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
な
か
で

は
企
業
の
目
的
、
使
命
を
こ
う
述
べ
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
の
社
会
は
、
不
平
等
、
汚

職
、
飢
餓
、
疾
病
、
戦
争
な
ど
に
直
面
し

て
い
る
が
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
単
一

の
制
度
、
価
値
を
広
げ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
は
中
枢
で
急
速
な

経
済
発
展
を
実
現
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が

引
き
起
こ
す
社
会
、
環
境
問
題
を
解
決
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
欠
如
し

た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ラ
ジ

ル
は
多
元
性
を
特
徴
す
る
。
文
化
、社
会
、

自
然
に
お
い
て
多
様
性
を
も
つ
。
ナ
ト
ゥ

ラ
の
責
務
は
こ
う
し
た
多
様
性
、
多
元
性

を
生
か
し
国
際
社
会
が
抱
え
る
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
で
あ
る
と
。

●
公
正
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

　

ナ
ト
ゥ
ラ
の
経
営
で
際
立
っ
て
い
る

の
は
民
主
的
で
公
正
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
行
で
あ
る
。
ナ
ト
ゥ
ラ
の
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
、
取
締
役
会
と
そ
れ
を
補
佐

す
る
企
業
戦
略
、
監
査
・
金
融
な
ど
の
委

員
会
で
あ
る
。
取
締
役
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
は
セ
ア
ブ
ラ
、
レ
ア
ル
、
パ
ッ
ソ
ス

の
三
人
の
創
業
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
ま
た

ナ
ト
ゥ
ラ
の
支
配
株
主
で
も
あ
る
。
持
株

会
社
を
つ
う
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
約
二
二
％
、

二
一
％
、
五
％
を
所
有
す
る
。
三
人
の
共

同
経
営
者
の
影
響
力
は
強
い
が
、
外
部
監

査
を
強
化
し
経
営
者
に
経
営
責
任
を
求

め
て
き
た
。
ナ
ト
ゥ
ラ
は
エ
ン
ロ
ン
事
件

な
ど
企
業
不
祥
事
を
契
機
に
制
定
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
（
上
場
企
業
会
計

改
革
お
よ
び
投
資
家
保
護
法
）
に
基
づ
い

た
財
務
報
告
を
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
で

は
企
業
の
内
部
統
制
と
経
営
者
責
任
が

重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
ナ
ト
ゥ
ラ
で
は
取

締
役
会
と
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
経
営
者

と
し
て
適
格
性
に
つ
い
て
内
部
お
よ
び

外
部
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ナ
ト
ゥ
ラ
は
、
企
業
を
そ
れ
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害

関
係
者
）
と
の
契
約
あ
る
い
は
関
係
の
束

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え

に
従
い
、
企
業
活
動
を
生
み
出
す
付
加
価

値
を
、
経
営
者
、
従
業
員
、
株
主
、
政
府
、

社
会
な
ど
利
害
関
係
者
の
間
で
ど
の
よ
う

に
配
分
し
て
い
る
か
を
公
開
し
て
き
た
。

　

ナ
ト
ゥ
ラ
は
政
治
か
ら
の
独
立
を
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
に
は
政
党
、
政
治
家
へ
の
献

金
を
禁
止
し
た
。
政
治
的
な
ロ
ビ
イ
ン
グ

は
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
透
明
性
、
倫

経
済
・
政
治
・
社
会
の
発
展
に
お
け
る
企
業
家
・
経
営
者
の
役
割

小
池
洋
一

特  

集ブ
ラ
ジ
ル
の
新
し
い
企
業
社
会
を
つ
く
る

―
ナ
ト
ゥ
ラ
社
と
そ
の
経
営
者
―
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理
性
に
従
う
べ
き
も
の
と
し
、
ロ
ビ
イ
ス

ト
（
す
べ
て
従
業
員
）
名
を
公
表
し
、
彼

ら
が
従
う
べ
き
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し

て
い
る
。
ロ
ビ
イ
ン
グ
は
、
個
々
の
企
業

と
と
も
に
業
界
団
体
を
通
じ
て
実
施
さ

れ
る
が
、
役
員
、
従
業
員
が
業
界
団
体
に

ど
の
よ
う
な
役
職
で
参
加
し
て
い
る
か

も
公
表
し
て
い
る
。
共
同
経
営
者
の
一
人

で
あ
っ
た
レ
ア
ル
は
、
二
〇
一
〇
年
に
副

大
統
領
候
補
に
指
名
さ
れ
る
と
最
高
共

同
経
営
者
の
地
位
を
辞
し
た
が
、
こ
れ
も

政
治
か
ら
の
自
立
を
重
視
す
る
ナ
ト
ゥ

ラ
の
政
策
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
と
も
に
ナ
ト
ゥ
ラ
の

経
営
で
も
う
ひ
と
つ
際
立
っ
て
い
る
の

は
、
持
続
的
開
発
、
環
境
保
全
へ
の
強
い

意
志
で
あ
る
。
自
然
派
化
粧
品
を
生
産

し
、
製
品
に
は
天
然
由
来
の
原
料
を
使
用

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
管
理
を
徹
底
し
、
原
料
の
採
取
が
自
然

環
境
に
与
え
る
影
響
を
監
視
し
て
い
る
。

温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
掲
げ
、
容

器
は
一
〇
〇
％
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
由
来
の
容
器
を
導
入
し
て
い
る
。
化

粧
品
開
発
の
た
め
の
動
物
実
験
を
二
〇

〇
六
年
に
中
止
し
た
。

●
企
業
者
レ
ア
ル

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
ナ
ト
ゥ
ラ

の
企
業
の
経
営
理
念
、
行
動
に
強
い
影
響

を
与
え
て
き
た
の
は
、
共
同
経
営
者
、
な

か
で
も
レ
ア
ル
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
サ
ン
ト
ス
市
で
生
ま
れ
た

レ
ア
ル
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
経
営
学
部

を
卒
業
し
、
民
間
の
金
融
機
関
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
州
立
鉄
道
を
経
て
、
共
同
経
営
者
と

し
て
ナ
ト
ゥ
ラ
に
参
加
し
た
。
一
九
八
五

年
に
軍
政
が
終
焉
す
る
と
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

で
若
手
企
業
家
達
と
と
も
に
八
七
年
に

企
業
家
思
想
国
民
運
動
（
Ｐ
Ｎ
Ｂ
Ｅ
）
を

結
成
し
、
政
治
の
民
主
化
や
社
会
的
公
正

の
実
現
を
訴
え
た
。
運
動
は
、
組
合
国
家

体
制
と
官
民
癒
着
か
ら
の
決
別
を
宣
言

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
の
民
主
化
、
市
場
経
済
の
保
護

と
経
済
力
濫
用
の
規
制
、
所
得
分
配
の
改

善
、
市
民
権
の
実
現
な
ど

の
具
体
的
な
要
求
を
掲
げ

た
。
政
府
に
対
し
て
も
政

治
・
財
政
改
革
、
倫
理
と

透
明
性
、
行
政
の
効
率
性

向
上
を
求
め
た
。

　

レ
ア
ル
に
と
っ
て
、
民

主
化
や
公
正
は
ナ
ト
ゥ
ラ

内
だ
け
で
は
な
く
、
ナ
ト
ゥ

ラ
が
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
お

い
て
実
現
す
べ
き
課
題
で

あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に
は
、
児
童
青
少

年
法
制
定
に
と
も
な
い
、
子
供
の
人
権
保

護
を
目
的
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
玩
具
協
会
財

団
が
設
立
さ
れ
た
が
、
レ
ア
ル
は
そ
の
設

立
メ
ン
バ
ー
、
理
事
と
な
っ
た
。
一
九
九

八
年
に
は
企
業
の
社
会
的
責
任
行
動
を
促

が
す
た
め
エ
ー
ト
ス
研
究
所
（Instituto 
E
thos

）
の
設
立
者
の
一
人
と
な
っ
た
。

エ
ー
ト
ス
研
究
所
は
、
企
業
の
啓
蒙
活
動

に
努
め
社
会
的
責
任
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
示
し
、
こ
の
分
野
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
中

心
機
関
と
な
っ
た
。
レ
ア
ル
の
環
境
分
野

で
の
活
動
も
目
覚
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
九
六
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
設
立
さ
れ

た
生
物
多
様
性
財
団
（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
）

に
企
業
代
表
と
し
て
参
加
し
、
二
〇
一
〇

年
ま
で
理
事
長
を
務
め
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
Ｗ

Ｗ
Ｆ
の
理
事
で
も
あ
っ
た
。
レ
ア
ル
は
ま

た
環
境
教
育
に
も
関
心
を
も
ち
、
生
態
研

究
所
（
Ｉ
Ｐ
Ê
）
へ
の
環
境
保
護
・
持

続
的
開
発
大
学
院
（
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
と
、
生

物
多
様
性
保
護
と
持
続
的
開
発
の
マ
ス

タ
ー
コ
ー
ス
の
設
置
に
尽
力
し
た
。

　

環
境
へ
の
強
い
関
心
は
つ
い
に
は
レ

ア
ル
を
政
治
の
世
界
へ
向
か
わ
せ
た
。
二

〇
一
〇
年
の
大
統
領
選
で
緑
の
党
の
副

大
統
領
候
補
と
な
っ
た
。
大
統
領
候
補
は

マ
リ
ー
ナ
・
シ
ル
ヴ
ァ
で
あ
っ
た
。
ア
マ

ゾ
ン
の
ゴ
ム
採
取
人
の
子
供
と
し
て
生

ま
れ
た
マ
リ
ー
ナ
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
環
境

と
農
民
保
護
の
た
め
政
治
に
身
を
投
じ

た
。
二
〇
〇
三
年
の
ル
ー
ラ
労
働
党
政
権

で
環
境
大
臣
に
就
任
し
た
が
、
開
発
を
優

先
す
る
ル
ー
ラ
と
二
〇
〇
九
年
に
袂
を
分

か
ち
、
緑
の
党
に
参
加
し
た
。
企
業
家
レ

ア
ル
は
こ
う
し
た
急
進
的
な
環
境
保
護
主

義
者
と
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
財
政
基
盤
の

弱
い
緑
の
党
の
選
挙
資
金
源
の
半
分
が

レ
ア
ル
の
個
人
資
産
だ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
マ
リ
ー
ナ
と
レ
ア
ル
の
コ
ン
ビ

は
、
最
終
投
票
に
は
進
め
な
か
っ
た
が
、

第
一
回
の
投
票
で
は
大
方
の
予
想
を
裏

切
っ
て
、
約
一
九
六
〇
万
票
、
有
効
投
票

の
約
一
九
％
と
多
く
の
票
を
獲
得
し
た
。

●
企
業
は
社
会
の
た
め
に

　

企
業
の
存
在
理
由
は
究
極
的
に
は
社

会
の
発
展
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
企
業
は
利

潤
を
追
求
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
行
動

は
社
会
の
利
益
と
対
立
す
る
。
高
邁
な
経

営
理
念
は
し
ば
し
ば
利
潤
追
求
の
た
め

の
格
好
な
宣
伝
材
料
と
も
な
る
。
ナ
ト
ゥ

ラ
も
ま
た
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ナ

ト
ゥ
ラ
が
他
の
企
業
と
異
な
る
の
は
、
経

営
に
関
わ
る
事
実
を
す
べ
て
公
開
し
、
企

業
の
利
益
と
社
会
の
利
益
と
の
間
で
葛

藤
し
、
調
和
を
実
現
し
よ
う
と
努
力
を
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
、
企
業
者
と

は
新
し
い
事
業
を
企
て
る
組
織
で
あ
り

者
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
あ
た
か
も
転て

ん

轍て
つ

機き

の
よ
う
に
経
済
、
あ
る
い
は
広
く
社
会

を
新
し
い
方
向
に
導
き
、
新
し
い
社
会
を

創
造
す
る
。
ナ
ト
ゥ
ラ
社
と
そ
の
経
営
者

も
そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
。

（
こ
い
け　

よ
う
い
ち
／
立
命
館
大
学
教
授
）

.
  .

ブラジルの新しい企業社会をつくる―ナトゥラ社とその経営者―
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